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『プログ レッシブ 和 英 中辞典』で「陰謀」を引くと ʻa plot, an intrigue ;〔共謀〕(a) con-
spiracyʼ となっています。「隠謀」の項目は和英辞典にはありません。
そこで『オックスフォード現代英英辞典』を逆引きすると，
a) ʻplotʼは，ʻ1 the series of events which form the story of a novel, play, film/movie, etc. 2 a
secret plan made by a group of people to do something wrong or illegal〔SYN〕
CONSPIRACY；
b) ʻintrigueʼ は，ʻ1 the activity of making secret plans in order to achieve an aim, often by
tricking people 2 a secret plan or relationship, especially one which involves somebody else
being trickedʼ；
c) ʻconspiracyʼは，ʻa secret plan by a group of people to do something harmful or illegalʼ
と解説されています [下線，引用者]。
本稿では，「隠謀」は，上記の英英辞典の a) b) それぞれの下線部 1の特色を前面に出す言














































(ding an sich)」を見ているわけではないことです。ユクスキュルら [ユクスキュル，クリ







































これは，私という同一であるはずの素材 (対象) をモデルの違いから 3 通りの存在役割として
観ていたことになります。











「誤読 misreading (別読 para-reading)」を巧みに利用することによって，その相手に隠謀を
仕掛けるアプローチをとることを，隠謀学では，「隠謀主義 plottism」と呼ぶことにします。
























初歩的なもので，今日の CM (Commercial Message) では，常套手段になっています。つま
































































邪が自然に治る病気 (自己限定的 self-limited；自然治癒するもの) だといった説明に近頃の
患者は納得しません。明朝出張なので，明日までに注射一本で直してくれという患者さえいる
ほどで，病院に来たのに薬が出ないのは患者にとっては失望なのです。
さて，この 0.5日という数字ですが，実は，タミフルを使用した群 (集団) と使用しなかっ
た群の平均値の差でしかないのです。もとのグラフは集団同士がかなり重なっているので実際
には，タミフルを飲まなかったある人がタミフルを飲んだある人よりも早く治っている部分も
















国としての資格が十分な 23カ国」での成人肥満率(%) と虚血性心疾患 [おもに心筋梗塞] 死
亡率 (人/10万人) のグラフを見ると男女とも米国が肥満度も死亡率も最も高いほうに位置し
ているのに日本は肥満率も死亡率も再開になっていて，肥満率は米国の約 10分の 1，死亡率
は男で 7 分の 2，女で 4分の 1と低くなっています。同じく 23各国の別のグラフでは，肥満































る先進国の比較と同様の国際比較で，日本の痩せすぎ (BMI 18.5未満) の比率は，一人あた
りの GDP がほぼ同じの先進諸国群の 3〜 4 % に対し，12.2% と高いことが示されています
(本川：2010)。このことは言うまでもなく，若い女性に摂食障害やうつ傾向，骨密度の低下，
子宮の成熟異常などを引き起こすことが懸念されています。
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